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■バソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA F 906 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明 
をはじめ、 CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル 」 「FOMA PC 設定ソフト」のイン 
ストール方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信形態は、バケット通信、 64 K データ通信とデー 
夕転送 （ OBEX ™ 通信）に分類されます。 

參パソコンと接続してパケット通信や 64 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD - ROM からソフトのインス I ルや各種設定を行う必要があります。 

參〇 S をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

參海外でバケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください （ PPP 接続ではバケット通信できません)。 

また、海外では 64 K データ通信は利用できません。 

參 FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA 、 musea や sigmarion n、sigmarion DI と接続してデータ通信が行えます。ただし 、 musea 
や sigmarion n をご利用の場合は、これらのアップデートが必要です。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧ください。 


データ転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 
microSD カー ド※ 1 
ドコモケータイ datalinl ^ 2 


※ l 詳しくは、 『 F 906 i 取扱説明書』の「データ表示/編集/管理」章をご覧ください。 

※二詳しくは、 『 F 906 i 取扱説明書』の「パソコン接続」章をご覧ください。 

パヶット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していても、データの送受信を行っていないときには通信料がかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なときにデータを送受信するという使いかたができます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスボイ 
ントを利用して、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パケット通信ができます。通信環境や混雑状 
況の影響により通信速度が変化するベストエフオート方式による提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料が高 
額になりますのでご注意ください。 

※ FOMA 八イスピードエリア外や mopera など HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続する 
とき、またはドコモの PDA 、 musea や sigmarion n、sigmarion ID など HIGH - SPEED に対応していない 
機器をご利用の場合は、送受信ともに最大 384 kbps での接続になります。 




































64 K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行う場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 F 0 MA 64 K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、または ISDN 同期 64 K のアクセスポイントを利用して、データを送受信できます。 

長時間通信を行った場合には通信料が高額になりますのでご注意ください。 


ご利用になる前に 


^動作環境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

US 巳ポ 卜 （ USB 仕様 1.1/2 •◦に準拠）を持つ PC / AT 互換機 

0S (各日本語版） 

Windows 2000 、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ％ 

Windows 2000 : 64 MB 以上 Windows XP : 128 M 巳以上 

Windows Vista : 512 M 巳以上 

八ードディスク容量※ 

5 MB 以上の空き容量 


※ FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成により異なる場合があります。 

鲁動作環境によってはご使用になれない場合があります。また、上記の動作環境以外でのご使用について、当社 
では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューが動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorer 6.0以降 (Windows Vista の場合は 、 Microsoft 
Internet Explo 「 e 「7.0 以降）です。 CD - R 〇 M をセットしてもメニューが表示されない場合は次の手順で操作 
してください。 

① [スタート]—「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

Windows Vista のとき：® (スタート）—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」—「ファイル名を指 
定して実行」を順にクリック 

② 「名前」に次のように入力して [0 K ] をクリック 
< CD-ROM ドライブ名〉： index.html 

※ CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 


CD - ROM をパソコンにセットすると、次のような警告画面が表示される場合があります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[はい]をク 
リックしてください。 

※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソコンの環境により異なる場合があります。 



必要な機器 


F 0 MA 端末とパソコン以外に、次の機器が必要です。 

- F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケープル01/02 (別売）または FOMA US 日接続ケーブル（別売) 
-付属の CD - ROM 「 FOMA ® F 906 i 用 CD - ROM 」 

※パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため利用できません。 

※ USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 
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ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（以降プ□バ 
イダ）の利用料が必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プロバイダにお支払いいただ 
きます。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

參ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera がご利用いただけます。 
mopera U はお申し込みが必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもご利用いた 
だけます。 FOMA 端末でのインターネット接続には、ブロードバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みが不要で、月額使用料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なサ_ 
ビスです。 


接続先（プ□バイダなど）について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なります。パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続 
先、 64 K データ通信を行うときは F 0 MA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご利用くださ 
い 0 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認証が必要な場合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで D とノ（スワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプロバイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプロバイダまたはネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認、証について 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場合は、付属の CD-ROM 
から RrstPass PC ソフトをインストールし、設定してください。詳細は付属の CD-ROM 内の『簡易操作 マニュ 
アル』をご覧ください。 

バケット通信および 64 K データ通信の条件 

日本国内で通信を行うには、次の条件が必要です。 

- F 〇 MA サービスエリア内であること 

-バケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA パケット通信に対応していること 
- 64 K データ通信の場合、接続先が F 0 MA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること 
※上記の条件が整っていても、基地局が混雑していたり、電波状態が悪かったりするときは通信できない場合 
があります。 


データ転送 （ OBEX TM 通信）の準備の流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設 
定ファイルをインス I -ールしてください。 
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データ通信の準備の流れ 

バケツト通信および 64 K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 


① FOMA 通信設定ファイルをダウンロード、インスI-ールする —P6 
• 付属の CD-ROM からインスI-ール 
または 

• ドコモのホームぺージからダウンロー ドし、インストール 

▼ 

② パソコンと FOMA 端末を接続する- ^P5 

▼ 

③ FOMA 通信設定ファイルを確認する —P8 


FOMA PC 設定ソフトをインスI-ールする— P1 0 


かんたん設定でパケット通信を設定する 
• mopera U/mopera-^Pl 2 
• その他のプ□バイダ— PI 5 


かんたん設定で 64K データ通信を設定する 
• mopera U/mopera-^Pl 9 
• その他のプ□バイダ —P21 


FOMA PC 設定ソフトを利用しない 
通信を設定する —P30 


▼ 


通信を実行する —P23 


FOMA 通信設定ファイルについて 

パソコンと接続してバケット通信または 64 K データ通信を行うには、 FOMA 通信設定ファイルをインス I ル 
する必要があります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

付属の CD - ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、バケット通信または 64 K データ 
通信を行うために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作できます。 

インス I -ール/アンインストール前の注意点 

參操作を始める前に他のプログラムが稼動中でないことを確認し、稼動中のプログラムがある場合は終了してく 
ださい。 

參 FOMA 通信設定ファイルや FOMA バイトカウンタ 、 FOMA PC 設定ソフトのインス I ル/アンインス I ル 
を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってください。それ以外のユーザーで行うと 
エラーになる場合があります 。 Windows Vista の場合、「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたとき 
は、「許可」または[続行]をクリックするか、パスワードを入力して [0 K ] をクリックしてください。パソ 
コンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカやマイクロソフト社にお問い合わせください。 

參パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


參パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ FOMA 通信設定ファイルをインス!ルしてください。 — P 6 


USB ケーブルで接続する 


拳 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル01/02は別売りです。 

拳本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01での場合を例に説明しています。 

US 巳ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 

US 巳ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し込む 

• 前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルが差し込まれ 

たことを自動的に認識してドライバが要求され、ウイザード画面が表示されます。その場合は 、 FOMA 
端末を取り外します 。 Windows 2000 、 Windows XP ではウイザード画面で[キャンセル]をクリツ 
クして終了してください。 



取り外しかた 

US 巳ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 F 〇 MA 端末から引き抜 

く（②） 


リリースボタン 



パソコンから US 巳ケーブルを引き抜く 

お知らせ- 

• FOMA 端末から USB ケーブルを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないように注意してください。 
取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に弓 I き抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因 
となります。 

• データ通信中に USB ケーブルを外さないでください。データ通信が切断され、誤動作やデータ消失の原因となります。 
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FOMA 通信設定ファイルをインス I ^ールする 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行うには、 FOMA 通信設定ファイルが必要です。 
使用するパソコンに FOMA 端末を初めて接続する前に、インストールしておきます。 


【 FOMA 通信設定ファイルをインス!-ールする 


拳操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 
參操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例〉 Windows XP にインスI-ールするとき 


CD - ROM をパソコンにセット 



[データリンクソフト•各種設定ソフト]— 「 FOMA 通信設定ファイル ( US 巳ド 
ライパ)」の「インストール」を順にクリックし、表示されるウィンドウから 
「 F 906 ist . exe 」 アイコンをダブルクリック 



[インストール開始]をクリック 
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•続いて FOMA バイトカウンタをインス!ルします。 FOMA バイトカウンタとは、携帯電話とバソコ 
ンを接続してデータ通信を行った際の、データ通信料金の概算を把握するソフトウェアです 。 FOMA 
バイトカウンタが稼働しているときは、終了させてください。 

「 F 〇 MA バイトカウンタセットアップへ ようこそ」 画面で[次へ]をクリック 
「注意事項」をお読みの上、[次へ]をクリック 

「使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は「使用許諾 
契約の全条項に同意します」を選択し、[次へ]をクリック 


「インストール先の選択」画面でインストール先を確認して[次へ]をクリック 

• 変更する場合は[変更]をクリックし、任意のインストール先を指定して [0 K ] をクリックします。 

[インス!-ール]をクリック 
[完了]をクリック 

[0 K ] をクリックし、ご利用に合わせてオプション設定を行う 

• オプション設定の方法や、 FOMA バイトカウンタの使いかたについては、 『 FOMA バイトカウンタ操作 
マニュアル』をご覧ください。 

お知らせ- 

• インス I ルには数分かかる場合があります。 

• Windows を再起動する旨のメッセージが表示された場合は、画面の指示に従い再起動してください。 

• データ通信中にインス I ルを行わないでください。 


F 〇 MA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージが表示されたら、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 


FOMA F906i の電源 ON 後、 FOMA USB 掊続ケープルでバソコンに接綺 U てください。 


FOMA 端末は電源が入つた状態で接続してくださ 
し、。 
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インス!'ール完了画面で [0 K ] をクリック 


FOMA F906i Installer 


V 


FOMA F906i ドライ Ji のインストール打境了しました 0 


0 來 FOMA； Vィトカウンタが稼助中の埸合 IS 終了してください。 
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デバイスの種類とデバイス名は次のとおりです。 
表示される順番は 0 S により異なります。 

- USB (Universal Serial Bus ) またはユニバ ー 
サルシリアルバスコント□—ラ ： FOMA F 906 i 
-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 906 i Command Port ( COMx ) ^ 
FOMA F 906 i OBEX Port ( COMx ) % 

-モデム ： FOMA F 906 i 

※乂はパソコンの環境により、異なった数字が表 
示されます。 


FOMA 通信設定ファイルを確認する 

• FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はできません。 

〈例〉 Windows XP で確認するとき 

[スタート]—「コントロールパネル」—[パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコン — [システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「設定」から「コントロールパネル」をクリック—[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「コント□ールパネル」—「システムとメンテナンス」—「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

[八ードウエア]タブをクリック — [デバイスマネージャ]をクリック 



各デバイスの種類をダブルクリック — 次のデバイス名が登録されていることを確 
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イル（ドライパ）をアンインス!-ールする 


鲁操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 
參操作の前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例 〉 Windows XP でアンインス I -ールするとき 

[スタート]—「コント□ールパネル」—[プログラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「設定」から「コント□ールパネル」をクリック—[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「コントロールパネル」—「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 

「プログラムの追加と削除」画面で 「FOMA F 906 i USBJ を選択して[変更と 
削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「アプリケーションの追加と削除」画面で 「FOMA F 906 i USBJ を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「プ□グラムのアンインス!-ールまたは変更」画面で 「FOMA F 906 i USBJ を選択して「アンイン 
ス I -ールと変更」をクリック 

「FOMA F 906 i Uninstaller 」 と表示されていることを確認して[はい]をク 
リック 

ドライバのアンインス I ルを開始します。 



ドライバのアンインストール中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

お知らせ- 

•削除画面で 「FOMA F 906 i USBJ が表示されていないときは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインス!ルする」 
の操作を行った後に、アンインストールを行ってください。 — P 6 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 


FOMA PC 設定ソフトを利用すると、簡単な操作で通信の設定が行えます。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に通信設定最適化など 
を行います。 

通信設定最適化 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、通 
信設定最適化が必要になります。 

接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行う際に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。接続先には通常の電話番号は使用しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の1には mopera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されていますが、その 
他のプロバイダや社内 LAN に接続する場合は APN 設定が必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I 'ールする 


•旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、パージョンが 4. CI 0 より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインス I ルされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインス I ルしてください。 

F 〇 MA PC 設定ソフトのパージョンを確認するには 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「メニュー」をク 
リック—「パージョン情報」をクリックします。 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面の表示方法— P 1 2「かんたん設定でパケット通信を設定する」の 「mopera 
U / mope 「 a を利用する場合」操作1 

參操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 

〈例 〉 Windows XP にインス I -ールするとき 


CD - ROM をパソコンにセツト 
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[データリンクソフト•各種設定ソフト ]— 「FOMA PC 設定ソフト」の「イン 
ス I -ール」を順にクリック 



「インス!ル」をクリックすると、次のような警告画面が表示される場合があります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[実行] 
または[実行する]をクリックしてください。 

※画面はお使いのバソコンの環境により異なる場合があります。 

※「発行元」に「不明な発行者」と表示されますが、使用には問題ありません。 


この7?イル辖 f 傲は保存 US すか？ 


□ 


名前： setup_4.0.0.exe 
Sii： アブリケーンヨン • 3.68 M 
発信元： E：¥FOMA.PCSET 


実行® ] I 保存1 


Q 


す可益ない®寂 
行し如偷しを)しないで微、。 危険伸 miftBfi 


充行元を確12で■きませんでした•こ®ソフトウIア t 実行しますか？ 


名前： setup_4.0.0.exe 
発行元：不明な発行者 


実行？：実行し. Vi : 也 




インス！-ールを開始するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

「使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は[はい]を 
ク■」ック 

• [いいえ]をク U ックし、[はい]をク U ックすると、インス！'ールを中止します。 

■ Windows Vista のとき 
操作7に進みます。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐する」を選択して[次へ] 
をク IJ ック 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」が常駐します。 — P 25 
• インス!ル後に常駐の設定は変更できます。 

「インストール先の選択」画面でインストール先を確認して[次へ]をクリック 

• 変更する場合は[参照]をクリックし、任意のインス! -- ル先を指定して [0 K ] をクリックします。 


2 


3 4 5 


6 
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「プログラムフォルダ」のフォルダ名を確認して[次へ]をクリック 



• 変更する場合はフオルダ名を入力し、[次へ]をク 
リックします。 


[完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトが起動します。このまま各種設定に進みます。 


お知らせ- 

• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト 、 FOMA PC 設定ソフトがインス I ルされている場合は、 
インス!ルを中断する旨のメッセージが表示されます。 [0 K ] をクリックし、プログラムの追加と削除またはアプリ 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインス I ルしてください。 

•インス!ルの途中で[キャンセル]や[いいえ]をクリックした場合は、インス!ルを中断する確認画面が表示さ 
れます。インス!ルを継続する場合は[いいえ]をクリックしてください。中断する場合は[はい]をクリックし、 
[完了]をク U ックしてください。 


k かんたん設定でバケツト通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示される内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアップを作成できます。 

參操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末が正しく接続されていることを確認してください。 — P 5 
拳 Windows Vista をお使いの場合は、一部画面が異なります。 

mopera U / mope「a を利用する場合 

〈例〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をク 
■ J ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「プログラム J —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

@(スタート）—「すべてのプ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 
—[かんたん設定]を順にクリック 
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「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 

mopera に接続する場合は「パケット通信」を選 
択します。 



Windows Vista のとき 

「バケツト通信」を選択して[次へ]をクリック 


「『 moperaU 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク ij ック 

「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
クリックすると、ご契約の確認メッセージが表示 
されます。こ•契約がお済みの場合、[はい]をク 
ミ歡處雜 I 汝广_晰咖。 リック,土す。 

'『moperaJI/V®® 続 

ご契妍要で、鹏にイントネ！顧行えます。 

' 抑他 

FOMA デ プ OWW、artLAN(；： 格鞔しま？。 

5KF0MA 端末の相槪確 is しで y ■こ和。 

P 欠へ]*"タンを押下す5>#、自 ttM こ FOMM 
ダイヤルアップ作成中は FOMA® 抜き差しI: 

(撕の原因にな5■恐れ勝」ます〉 

5KHIQH-SPEED?1tE 媒* の，{ケット ■いて 

觀 ㈤ 觸魏 大獄^ r です。 

Xmopera U/mopera 以外の播晓方法など!：:つI、ては、各ゴロ^イダへご確! S<m 、。 


_[ ;欠へ收> \ _キャンセル 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

「接続名」に任意の接続名を入力—「設定しない（推奨)」または「186を付加 
する（通知する)」を選択—「接続方式」を選択—[次へ]をクリック 

「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/:*?!◊ | .， 

「発信者番号通知」は、海外で利用する場合、「設 
定しない（推奨)」を選択してください。 

「接続方式」は 、 mopera U は 「 PPP 接続 」、 「IP 
接続」両方に対応しています。 mopera は 「PPP 
SSMCTfVH 。 纖」のみに対応しております。麟で利用する 

場合は 「 IP 接続」を選択してください。 

こ f if 用® FOM 端末に応じて mopera 11に最通な M 期値が自助で©定2れています。 


-- パゲクト illt 設定 《HIGH-SPEED 対応端末） 
搬名： 


抒ム名： 

発 ft 者番号通知： 


pOMA 

( Foma F906i 


r 贿咖す5咖する〉 
r 184を付加 ts 咖しない> 
«• 發淀しない(推奨） 


-キゃンセル」 


2 


3 


4 5 
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「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

[次へ]をクリック 

操作8に進みます。 


使用可度！-ザ-® i 
この招耪を利 


成択 

; irar.i 


:.き5ュ-ザ-奄括定してくだ? c、 


«■ こ 1 F1 

r 自分®* 


-ュ-サ ID. パスワ-！ 1 ?技. 

2-伽り tt ワ-吨お持^ D 前 A?3 してく微\> 



17 ワ-ドを f 蹄する 


• 「ユーザ D 」 「パスワード」は空欄でもかまいませ 
ん〇 


< 戻 S(g) 


工；欠へ妙> | 


-キゃン &!■ 」 


「最適化を行う」が選択されていることを確認して[次へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合は、[次へ]をクリックする 
と個別の最適化設定はできない旨のメッセージ 
が表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
HIGH - SPEED 用に最適化する場合は[はい]を 
選択します。 64 K データ通信や FOMA 端末以外 
で通信を行う場合はご注意ください。 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[0 K ] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要があります。再起動する旨のメッセージが表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する — P 23 
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その他のプ□バイダを利用する場合 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム」— 「 F 〇 MA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をク 
■ J ック 

■ Windows 2000 のとき 

[スタート]をクリック—「プ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「すべてのプ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 
-[かんたん設定]を順にクリック 



2 


「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 


' パケ外通信 

麟織®職 K 严狀デ-鶴幽 


r ^ShjmSfHBH-SPEEDireSg*)! 

パケツト iifta、iSfts 寺間や距 si (こ閡係なく送デー fttwsbr 料金が 
嫌金され5通 ff 方式で.す。〈最大 3.6Mbps> 


• HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイン 
卜に接続する場合は「パケット通信」を選択しま 
す。 

■ Windows Vista のとき 

「バケット通信」を選択して[次へ]をクリック 















「その他」を選択して[次へ]をクリック 


Fmopera いただくと、安全で快通&イン h ネ外格筏が行えます。 

(mopera U« 有料サィスで、ご勵が视で.す。〉 

'『nroperaJMlffi 较 

こ’契$杯要で, raw: イントネッ_顧行えます。 


FOMA デ-规傲抑ブ〇パィ$や、 M 内 LAN に播摂します。 


；« F0MA3 妹の格練を確! S してくださ U 


p 欠へ: M? タンを押下す5^：、自肋 W こ FOMA 端末か6描陵先 (APWtSaii を取得します。 
ダイヤルアップ作成中 ifFOMA® 抜き差し13^わな L 、で從执、 

(SS 強の原因Iこな恐れ湖ります〉 

5SHK3H-SPEED 対応網末の/ (ケット通(會速度!こついて 

fmopera Ujl Z}8 練した場合は、下リ最大 3.6Mbos、 上 1 」最大 384kbps です。 

ITrweraJI した齡は、上リ/ヤ」とちこ fe 穴 384kbps です。 

Xmopera U/mopera 以外の播晓方法など' ICt? いて|丈各: rtM イダへご確い。 


く戻る@ ;欠へ妙> 


-キ V > t ル」 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

「接続名」に任意の接続名を入力—[接続先 （ APN ) 設定]をクリック 


パ ^Hl(fiS$<HraH-SPEED 討応播末〉 

格箱名： [FOMA 

モ T ム名： [FOMA F906i 

襯統 (APH> の通折： |mopera.ne.jp(PPP«^) 


^3 

招駐 (APN) 設定 j 


' 18转付加苑68知抑> 

' 184を付加抑61知 U£C、> 
• 設定 Utt、 


「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供された各種情報に従ってください。 
なお、海外で利用する場合、「設定しない」を選択 
し、「接続先 ( APN ) の選択」は、 「 IP 接続」を選 
択してください。 

「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/: * ?!<> 丨，， 

プ□ノ（イダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
リックし、各種情報を登録してください。 


_<戻る®』次へ妙> 1—キ v > tz ル」 


[追加]をクリック 

番号 ( cid ) 1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するた 
めの APN 「 mopera . net 」 が設定されています。番号 ( cid ) 2または4〜10に接続先 （ APN ) を設定 
してください。 


掊耪先 (APN> の設定 




番号 (cid> [招较先 (APN> 


-适加…」 


■ Si ™ 

■則除 j 


キャンせル」 


3 


4 5 


6 
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「接続先 （ APN )」 にプロバイダなどの FOMA パケット網に対応した接続先 
( APN ) を正しく入力—「接続方式」を選択— [0 K ] をクリック 



• 「接続先 （ APN )」 には半角文字で、英数字、八イ 
フン（-)、ピリオド （.） のみ使用できます。 


[0 K ] をク U ツク 



「接続先 （ APN ) の選択」の接続先名を確認して[次へ]をクリック 

「接続先 （ APN ) の選択」には、操作7で設定した「接続先 （ APN )」 と「接続方式」が表示されます。 
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「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザ IDJ を入力—「パスワード」を入 
力—[次へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「ユーザ ID 」 を入力—「パスワード」を入力—[次へ]をクリック 

操作12に進みます。 



• 「ユーザ〇」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、小文字など 
に注意し、正しく入力してください。 
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「最適化を行う」が選択されていることを確認して[次へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合は、[次へ]をクリックする 
と個別の最適化設定はできない旨のメッセージが 
表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
HIGH - SPEED 用に最適化する場合は[はい]を 
選択します。 64 K データ通信や FOMA 端末以外で 
通信を行う場合はご注意ください。 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[0 K ] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要があります。再起動する旨のメッセージが表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する — P 23 
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かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


mopera U / mopera を利用する場合 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をク 
■ J ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「プ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「すべてのプログラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 
-[かんたん設定]を順にクリック 



「64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 
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「『mopera U 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク ij ック 


招槪棚折 
(• ITncpefa UjKdB 任 

ffmjpcra ujd 佣いただくと. 

<mop« a uaw-4<j-eAr. 

C 『nroperaJMlSSS 

こ 15 約不里で、 raw: イントネク h« 獅行えます。 
r 棚他 

FOMA デ-娜 tillE ブ 0WS や、 fcl 内 LAN に格晓しま t» 


SKmopera U/moperaW 外の播齡法など!こつI、ては、各ゴ Q 、■イダへご 6H2 ください。 


「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
クリックすると、ご契約の確認メッセージが表示 
されます。ご契約がお済みの場合、[はい]をク 
リックします。 


<戻る®)」次へ妙> ] キャンセル I 


「接続名」に任意の接続名を入力—「モデムの選択」が 「FOMA F 906 U に設定 
されていることを確認—「設定しない」または n 86を付加する（通知する）」 

を選択—[次へ]をクリック 


かんたん設定 


-64K デ- «l(f 設定 
搬名： [FOMA - 


モデムの還折： |FOMA F%6i 2 ] 

発信者番号 il 知： 「186¢付加する働する〉 

r 184を付加す 561ED しない〉 

«• 酿しない 


• 「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/:*?!◊ |，， 


mopera U 及 U、moperaffiSSrtJ 発信者番号通知が必要で•す。 


く戻る® _[ ;欠へ妙> | キゃンセル I 


5 


「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

[次へ]をクリック 



• 「ユーザ D 」 「パスワード」は空欄でもかまいませ 
ん〇 
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「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[0 K ] をクリック 

通信を実行する — P 23 


その他のプ□バイダを利用する場合 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 


[スタート]をクリック — 「すべてのプログラム」 —「 F 〇 MA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をク 
リック 


■ Windows 2000 のとき 

[スタート]をクリック—「プログラム J —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[かんたん設定]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

® (スタート）—「すべてのプ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 
—[かんたん設定]を順にクリック 
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「64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 



「その他」を選択して[次へ]をクリック 



「接続名」に任意の接続名を入力—「モデムの選択」が 「FOMA F 906 U に設定 
されていることを確認—「電話番号」に接続先の電話番号を半角で入力—[次 
へ]をクリック 



• 「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/:* ?!<> | " 

• 「電話番号」はプ□パイダなどから提供された情報 
を基に正しく入力してください。次の文字（半角 
文字）と半角空白が使用できます。 

01 23456789 ABCDPTWabcdptw !@$-.()+ 

*#，& 

• 「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供された各種情報に従ってください。 

• プロバイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
リックし、各種情報を登録してください。 
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「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザ IDJ を入力—「パスワード」を入 
力—[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

「ユーザ ID 」 を入力—「パスワード」を入力—[次へ]をクリック 



• 「ユーザ〇」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、小文字など 
に注意し、正しく入力してください。 


6 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 


こ納容でよ完了ポタン*押じ c 傲 u 


ISv'S 
w 一 : [ 
糖托 


使用可能ュ' 

2-ザ ID 
パスワードの保存 


卜_の， 


64K デ 
その他 


離しない 
すべての：1-ガ 
XXXXXXX 


/ . デス5トップ1.:?イ Vル7?プ <P~ ン i こ卜*5顧) 


<戻る®」完了® ] キャンセルI 


[0 K ] をクリック 

通信を実行する — P 23 


通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例〉 Windows XP で実行するとき 


パソコンと F 〇 M A 端末を接続 

接続方法 — P 5 


2 


デスクトップの接続アイコンをダブルクリック 



Windows 

XP 



Windows 

2000 



Windows 

Vista 


• 接続アイコンが表示されていない場合は、次のスタートメ 
ニューからの接続方法を利用してください。 
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■ Windows XP のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ネッ 
トワーク接続」をクリック—接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリック—「プログラム J — 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリック—接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のスタートメニューから接続するとき 

©(スタート）—「接続先」を順にクリック—接続先を選択して[接続]をクリック 

「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力 — [ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
• 設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワード」 
の保存をした場合、入力は不要です。 

• 接続完了画面が表示された場合は [0 K ] をクリッ 
クしてください。 


FOMA へ接 S r?||'X| 



お知らせ- 

• FOMA 端末には、パケット通信を実行すると発信中画面が、 64 K データ通信を実行すると呼出中画面が表示され、接 
続すると次の画面が表示されます。 

64 K データ通信中 




X8701 

27秒 

パケット通信のとき 64 K データ通信のとき 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

• 通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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通信を切断する 

パソコンのブラウザを終了しただけでは切断されない場合があります。確実に切断するには、次の操作を行って 
ください。 

〈例〉 Windows XP で通信を切断するとき 

タスクトレイの赛をクリック—[切断]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

タスクトレイの®を右クリック — 「切断」を選択して切断する接続先をクリック 



バケツト通信の設定を最適化する<通信設定最適化> 


通信設定最適化とは、 Windows 2000, Windows XP をお使いの場合に、 FOMA ネットワークでパケット通 
信を行う際に TCP/IP の伝送能力を最適化するための TCP パラメータ設定ツールです。 FOMA 端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この設定が必要です。 

通信設定最適化を利用してパソコンのバケット通信の設定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法と、最適化 
を解除する方法について説明します。 

參海外でパソコン接続を行う場合には、通信設定最適化を解除してからご利用ください。 

〈例〉 Windows XP での最適化の設定と解除 

[スタート]をクリック — 「すべてのプログラム」— 「 F 〇 MA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[通信設定最適化]をク 
リック 

■ Windows 2000 のとき 

[スタート]をクリック—「プログラム J —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[通信設定最適化]をクリック 
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■ タスクトレイから通信設定最適化を起動するとき 

タスクトレイの固をクリック 




「■オート設定(推奨>_ 


!ぼ辦钃縱協盤齡こ 

i K ってがん五んに行います， 


■マニ I 乃 na 定 

_定最連化靈■■黯鼷腦 


* 「かん 於,識 r 脚^ p ど職ポタン2押す前こ' 


次の操作を行う 

■ システム設定が最適化されていないとき 

① 「通信設定最適化」画面で[最適化を行う]をクリック 

• HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用 
する場合は 、 「FOMA HIGH - SPEED 対応端末 
(受信最大 3.6 Mbps )」 を選択します。[最適化 
を行う]をクリックすると 「 HIGH - SPEED 対 
応端末の確認」画面が表示されます。[はい] 
を選択すると、すべてのダイヤルアップ設定が 
HIGH - SPEED 用に最適化されますので、 64 K 
データ通信など、複数のダイヤルアップ設定が 
ある場合はご注意ください。 

• HIGH - SPEED に対応していないアクセスポ 
イントを利用する場合は、 「 FOMA 端末（受 
信最大 384 kbps )」 を選択します。 

② [0 K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化が実行されます。 

■ システム設定が最適化されているとき 

• 海外でパソコン接続を行う場合や、 FOMA 端末以外で通信を行う場合などに解除します。 

① 「通信設定最適化」画面で[最適化を解除する]をクリック 



② [0 K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化が解除されます。 

画面に従ってバソコンを再起動 

設定を有効にするには、パソコンの再起動が必要です。[いいえ]を選択したときは、次回起動後に設定 
が有効になります。 



26 
































お知らせ- 

• Windows XP で 「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 を選択した場合は、ダイヤルアップ設定ごとに最適化を選択/ 
解除することができます。 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
接続先 ( APN ) の設定を行う 



■ 接続先 （ APN ) を追加するとき 

[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を編集 • 修正するとき 

編集•修正する接続先 （ APN ) を選択して[編集]をクリック 


接続先 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定します。 

♦操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末が正しく接続されていることを確認してください。 — P 5 
籲接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid ) 1〜1◦に設定できます。お買い上げ時、 cid の1には mopera 
に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が設定 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜10に APN を設定します。 

籲接続先 （ APN ) については、プロバイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック—[接続先 （ APN ) 設定] 
をク ij ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「プ□グラム J —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリック—[接続先 （ APN ) 設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「すべてのプログラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 
—[接続先 （ APN ) 設定]を順にクリック 



2 3 
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■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除するとき 

削除する接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリック —[0 K ] をクリック 

• 番号 （ cid ) の1と3に登録されている接続先 （ APN ) は削除できません。削除を実行して FOMA 
端末に設定を書き込んだ場合でも、実際には削除されず元の設定に戻ります。 

■ ファイルへ保存するとき 

「ファイル」をクリック — 「名前を付けて保存」または「上書き保存」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 ( APN ) 
設定を保存するときに利用します。 

■ ファイルから読み込むとき 

「ファイル」をクリック-^「開く」をクリック 

• パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書き込みをしたりすると 
きに利用します。 

■ FOMA 5 龍末から接続先 （ APN ) 情報を読み込むとき 

「ファイル」をクリック —「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （ APN ) 情報を書き込むとき 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック—[はい]をクリック 

• 表示されている接続先 （ APN ) 設定が FOMA 端末に書き込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成するとき 

① 追加、編集した接続先 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書き込み」画面が表示されます。 

② [はい]をクリック— [0 K ] をクリック 

「バケット通信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。 

③ 「接続名」に任意の接続名を入力—[ユーザ ID •パスワードの設定]をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使用できません。また、次の記号（半角文字）は 
使用できません。 

¥/:*?!<> | " 

• 発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提供された各種情報に従ってください。 

• 「186を付加する（通知する)」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 

④ 「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザ ID 」 を入力—「パスワード」を入力— [0 K ] をクリック 
Windows Vista のとき：「ユーザ旧」を入力—「パスワード」を入力— [0 K ] をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユーザ〇」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が指示されている場合は、「バケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をクリックし、各種情報を登録後、 [0 K ] をクリッ 
クしてください。 

⑤ [0 K ] をクリック— [0 K ] をクリック 


お知らせ- 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報のため、異なる FOMA 端末（故障修理により交換された端末など） 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号 ( cid ) を FOMA 端末に登録 
して < ださい。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス I -ールする 


春操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 

アンインストールを実行する前に 

タスクトレイに囫が表示されている場合は、固を右クリックし、「終了」をクリックして、通信設定最適化の常 
駐を解除してください。 

アンインストールする 

〈例〉 Windows XP でアンインスI-ールするとき 

[スタート]—「コント□ールパネル」—[プログラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「設定」から「コント□ールパネル」をクリック—[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）—「コント□ールパネル」—「プ□グラムのアンインス!-ール」を順にクリック 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して「アンインストール」をクリック 



完全に削除するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 



■ 最適化されている場合に解除するとき 

解除するかどうかの確認画面で[はい]をクリック—「再起動の確認」画面で今すぐ再起動するかど 
うかを設定—[完了]をクリック 

• 最適化の解除はパソコンの再起動後に行われます。 

[完了]をクリック 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しない通信を設定する 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行う方法について説明します。 

鲁バケット通信で mopera U など HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場合は 、 FOMA PC 設定ソ 
フトを利用して設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ — P 4 



※バケツト通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている「ハイパーターミナル」を使った設定方法を説 
明します 。 Windows Vista は「ハイパーターミナル」に対応していません 。 Windows Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い)。 


接続先 （ APN ) を設定する 


接続先 （ APN ) と登録番号 ( cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid ) 1〜10に設定できます。お買い上げ時 、 cid 
の1には mopera に接続するための APN 「 mopera . nejp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 
「 mopera . net 」 が登録されています。その他のプロバイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜10 
に APN を登録します。 

•接続先 （ APN ) については、プロバイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

春接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のようになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモリ番号） 

APN 

相手の電話番号 


• 登録した cid はダイヤルアツプ接続設定での接続番号となります。 
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接続先 （ APN ) を設定する 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プログラム」 ）— 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ハイパーターミナ 
ル」をクリック 


「名前」に接続先名など任意の名前を入力— [0 K ] をクリック 


新しぃ接続 


名前を入力し、アイコンを退んでく饺 (A 
名前妙： 


|XXK 


アイコン®: 


< > 


ok j r キャンセル 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?<> | " 


「電話番号」に実在しない電話番号（「〇」など）を入力—「接続方法」が 
fFOMA F 906 U に設定されていることを確認- [0 K ] をクリック 



「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 
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接続先 （ APN ) を 「 AT + CGDC 〇 NT =< cid >, "く PDP _ TYPE > "，"く APN 〉"」 
の形式で入力 —0 

< cid > : 2または4〜10の範囲で任意の番号 

<PDP_TYPE> : IP または PPP 
<APN> :接続先 （ APN ) 



AT+CGDC0NT=2,__PPP","ABC" 


• + CGDC 0 NT コマンド — P 52「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ATE 1と入力し、0を押します。 



roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック—「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


編集®表示站 lift © 転送 CD ヘルブ妙 


新し〇格皖 ( N > 
間く©— 

上番き保存 (§) 

名前を付けて保存込)... 


ぺ-ジ設定迎... 
印刷砂.. 


ABC" 


ブロパティ® 

ハイパーター5ナルの終了 M AK+F4 


切断の確認で[はい]をクリック—保存の確認で[いいえ]をクリック 


k 発信者番号の通知/非通知を設定する 


バケツト通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 

參 mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続できません。 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

パソコンと F 0 MA 端末を接続 

」 接続方法 — P 5 

[スタート]をクリック—「すべてのプログラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プログラム」）—「アクセサリ」—「通信」を順に選択して「ハイパーターミナ 
ル」をクリック 
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「名前」に接続先名など任意の名前を入力— [0 K ] をクリック 


% 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?<> | " 


新しい接続 


名前を入力し、アイ: D を逞んで•ください： 
名前妙： 


IXXX 


アイコン® 


■ _秦_ _ _无_ 
< > 


] I キ V ン也レ I 


「電話番号」に 実在しない 電話番号 （ roj など） を 入力— 「接続方法」が 
「FOMA F 906 ij に 設定されていることを確認— [0 K ] をクリック 


% 


電話番号の情報を入力してくた’さ 


国/地域番号〇 日本（81> 

市外局番(£〉： |03 

電話番号(£〉： 〇 

接続方法 (N〉： 


3 


iFOMA F906i 


3 


j I キャンセル 


「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 

発信者番号の通知/非通知を 「 AT * DGPIR =< n >」 の形式で入力— 0 


<n> 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
184を付けて接続（非通知） 
186を付けて接続（通知） 


方イル©編集 (£) 表示屻 iift © nmm ヘルブ < ti > 
□ば S め S 窗 


コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ate 1と入力し、 y を押します。 


flT*DGPIR=0 


3 


4 


5 6 
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roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック — 「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


め?51585 IfSmSmSW _ ■ _ 

斬しい招梡 (M) 

ra«Q)_ 

上番き保存@ 

名前を付けて保存込〉... 



ぺ-ジ設定 <u)... 

印刷砂.. 

ブロパティ® 

ハイパーミナ終了凶 AU + F 4 




切断の確認で[はい]をクリック — 保存の確認で[いいえ]をクリック 

ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186 (通知）/184 (非通知）を付けられます。 
春* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


、、、、、 *DGP 旧コマンド 

ダイヤルアップネッド^^^_ による設定 

ワークの設定（く cid >=3 の場合） ^ へ、 

設定なし 

非通知 

通知 

* 99 * * * 3# 

通知 

非通知 

通知 

184*99* * *3# 

非通知 

186 * 99 * * * 3# 

通知 


Windows Vista でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続先を設定する 


パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 


©(スタート）—「接続先」を順にクリック 

「接続またはネットワークをセツトアップします」をクリック 
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「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択して[次へ]をクリック 



■ 「どのモデムを使いますか？」画面が表示されたとき 

「 F 0 MAF 906 LI をクリック 


5 


6 


「ダイヤルアップの電話番号」に接続先の電話番号（パケット通信の場合は 
「*99* * *< cid >#」） を半角で入力—「ユーザー名」を入力—「パスワード」 
を入力—「接続名」を入力して[接続]をクリック 

< cid > : P 31 「接続先 （ APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



接続中の画面で[スキップ]をクリック 

• ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 


• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
ように入力します。 


接続先 

パケッ ト 通信 

64 K データ通信 

mopera U 

* 99 * * * 3# 

*8701 

mopera 

* 99 * * * 1 # 

*9601 


• 接続先が mopera U または mopera の場合、「ユー 
サー 名」 「パスワード」は空欄でもかまいません。 
• 「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/:*?<> | 


「インターネット接続テストに失敗しました」画面で「接続をセットアップしま 
す」をクリック 


[閉じる]をク ij ック 


TCP / IP プロトコルを設定する 

©(スタート）—「接続先」を順にクリック 

作成した接続先を右クリックして「プロパティ」をクリック 
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[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムがインス！ルされている場合は、「接続の方法」の「モデムー FOMA F 906 i ( COMx)J 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異なった数字が表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 

[ネットワーク]タブをクリック—各項目を画面例のように設定 

迄 F 0 MA のプロノげィ E 

全 胺Iオプション1セキュリティ r > 、ク kjh ? ；«*] _ 

こ®招続は次の項目を使用します(〇): 

I□丄イン$•■私トブ□トコ^パ'•ジ3> 6 (TCP/IPV6) ] 

□ ^ Microsoft ネットワー5用77イルとブリンタ共有 
0^| QoS パケットスケジューラ 
□せ; Microsoft ネットワ用クライ7>卜 


「免！インストール⑽- | : r アンインスト U ,( U ) f プ□パティ ( R ) ] 
説明 

£送制御ブロト:^/イントネットプロト]ル。相互招続されたさまざまな 
ネ9ドワ-ク P 為の iSft を提併する、既定のワイドエリアネットワ-ウブ [1 卜 
: UI •で.す。 


I OK 1 し和ン 

[オプション]タブをクリック —[ PPP 設定]をクリック 
すべての項目を非選択 （） に設定— [0 K ] をクリック 



[0 K ] をク U ツク 

通信を実行する — P 23 


• 「インターネットプロトコルバージョン6 ( TCP / 
IPv 6)」を非選択 （□) にします。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、「インターネットプロト 
コルパージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し[プロ 
パティ]をクリックして、各種情報を設定してく 
ださい。 

• プ□バイダなどから 「 QoS パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示がある場合 
は、必要に応じて選択、非選択を設定してくださ 
い0 


3 


4 


5 6 
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Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定する 


_ a^do»l ファイアウォール®設 



「新しい接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
「インターネットに接続する」を選択して[次へ]をクリック 


「接続を手動でセツトアップする」を選択して[次へ]をクリック 



接続先を設定する 

パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 —P5 


[スタート]をクリック—「すべてのプログラム」 
を順に選択して r ネットワーク接続」をクリック 


「アクセサリ」 

を順に選択して r ネットワーク接続」をクリック 
「ネットワーク タスク j の「新しい接続を作成する」をクリック 


「通信」 


1 S ネ ，トワ ーク 格较 

s 回 ® 

: 7? ィル© _ 集©表示劬 6WZA0W ッ-ル® 

1 b*iks(n) プ砂 a I 

:^ it ； ytJl^r HHh 

77 ド!.，か 兔ネ 9 トワ- iJ L v: g] 糊]1 



LAN ま fcOiS 速イン 5- ネ 9 卜 
— 1 



4 5 


6 
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「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して[次へ]をクリック 

■ 「デバイスの選択」画面が表示されたとき 

「モデム -FOMA F906i (COMx)J のみを選択して[次へ]をクリック 

x はパソコンの環境により、異なった数字が表示さ 

モデムや通常®電 s 嫌、ジ5ルサ - lyiifti 明 ( edn ) 電 sssscsffl して招 a し s 

OlHf- 名 krt スワードが必要な広5域格用して寸 5<U> 

へ!产ヶ-ブルモデム* a 用し*す。 ep にょって a、c®as 麵 

〇 常 c アクティブ s： 広*域格篇を tt 用して格 s す5⑻ 

a LflN «齡獅棚抓この招 


<ss® ]i 次へ妙 ：> I [ ^yizn- | 


nsp 名」に任意の接続名を入力—[次へ]をクリック 



• nsp 名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。また、次の記号（半角文字）は使 
用できません。 

¥/:* ?<> | " 


「電話番号」に接続先の電話番号（バケット通信の場合は 「*99***< cid > 
#」）を半角で入力—[次へ]をクリック 

<cid> : P 31 「接続先 （ APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
ように入力します。 


接続先 

パケット通信 

64K データ通信 

mopera U 

* 99 * * * 3# 

*8701 

mopera 

*99* * * 1# 

*9601 


「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力—「パスワードの確認入力」を入 
力—各項目を画面例のようにすベて選択して[次へ]をクリック 



• 接続先が mopera U または mopera の場合、「ユー 
サー 名」 「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でもかまいません。 


「新しい接続ウィザードの完了」画面で[完了]をクリック 
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「(操作 8 で入力した ISP 名）へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル] 
をク U ック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 


TCP / IP プロトコルを設定する 


作成した接続先アイコンを選択して「ファイル」をクリック—「プロパティ」を 


ク U ツク 


_ネ，トヮ 0 回® 



[全般]タブの各項目の設定を確認 


N FOMA ® ブ□パティ |"?| fX | 



][I 


• 複数のモデムがインス!ルされている場合は、 
「接続方法」の「モデムー FOMA F 906 i ( COMx )」 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異 
なった数字が表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択（口）にします。 


[ネットワーク]タブをクリック — 各項目を画面例のように設定 



[設定]をクリック 


• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更できませんの 
で、そのままにしてください。 

• プ□パイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コル （ TCP / IP ) 」を選択し[プロパティ]をク 
リックして、各種情報を設定してください。 
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「ネットワークの接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
「インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択して[次へ]をクリック 


すべての項目を非選択 （コ） に設定— [0 K ] をクリック 


[0 K ] をクリック 

通信を実行する- - P 23 


接続先を設定する 

パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 

[スタート]をクリック—「プログラム」—「アクセサリ」—「通信」を順に選 
択して r ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリック — [新しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 



77ィル® 

編案 (£> 表示 

ッ-ル① 

詳 Sii 婉⑽ヘルブ砂 

■♦■戻5 • 

■ - rtj 雜索 

J 

〆 め崩， 


'M 


■ ft 


ネットり-りと5•イヤルアツブ 醒想删 
接続 


新しい格 S © 作成 

[ネットワ-クの接晓]ウドを使うと、 
斬しい接続を作成して、この]ンビュ -5 
からほか©]ンピュ-夕やネ'> トワ-5ヘア 
ケ t スで.き5ようにな0ます。 


「所在地情報」画面が表示されたとき 

① 「市外局番/エリアコード」に市外局番を入力— [OK] をクリック 

② 「電話とモデムのオプション」画面で [OK] をクリック 


□ LCP 拡張を使う® 

□ y フトウ； r アによる圧箱を行う⑽ 

□ 単ーリンク接樹こ討してマルヂ J ンクをネゴシエートす 2>( M ) 


J [ キャンセル ] 



Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定する 


3 4 
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「インターネット接続を手動で設定するか、またはローカルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 



「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[次へ] 
をク ij ック 



■ 「モデムの選択」画面が表示されたとき 

「FOMA F 906 ij を選択して[次へ]をクリック 

「電話番号」に接続先の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***< cid > 
# J ) を半角で入力—[詳細設定]をクリック 

< cid > : P 31 「接続先 （ APN ) を設定する」で登録した cid 番号 

• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
ように入力します。 


• 「市外局番とダイヤル情報を使う」を非選択（| .) 
にします。 


接続先 

パケット通信 

64K データ通信 

mopera U 

* 99 * * 氺3# 

*8701 

mopera 

*99* * * 1# 

*9601 




























[接続]タブの各項目を画面例のように設定 



[アドレス]タブをクリック—各項目を設定 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、各種情報を設定してくだ 
さい0 

• 接続先が mopera U または mopera の場合は、設 
定を変更しなくてもかまいません。 



[0 K ] をク U ック 


[次へ]をクリック 

「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力—[次へ]をクリック 



接続先が mopera U または mopera の場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
[次へ]をクリックし、入力されていないことを確 
認する画面が表示されたら、[はい]をクリックし 
ます。 
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「接続名」に任意の接続名を入力—[次へ]をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用できません。 


「いいえ」を選択して[次へ]をクリック 



イン5■■ネ外(.ンスト-^ I ?れて1味す0インタ-本クトメ_ルプログラムで、電子メ 


イントネ9トメールアカ〇ン«3&>トアップ S* 了，るには、卜とイン¢1-ネ5トサ ーe: スブ□パイ 
5のサインア 97SHE; 斉ま甘、氣要な招耪慯赃呵寻して(•奴華胸ま寸。（^つ細娜足り 
ィ； /$- ネ ブ cimirc 秘 

イン $- ネ，トメールアカウント* te> 卜办ブ U* 撕 
r はい0? 



< RS(B) J ;WU)> ] | 

[完了]をクリック 

TCP/IP プロトコルを設定する 

作成した接続先アイコンを選択して「ファイル」をクリック—「プロパティ」を 
ク■」ック 
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2 


[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムがインストールされている場合は、 
「接続の方法」の「モデムー FOMA F 906 i ( COMx )」 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異 
なった数字が表示されます)。 

• モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目が 
初期化されますので、もう一度接続先電話番号を 
入力してください。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択 （ | : ) にします。 


[ネットワーク]タブをクリック — 各項目を画面例のように設定 


Foma のブ□パティ 



[設定]をクリック — すべての項目を非選択 （ r ) に設定— [ ok ] をクリック 



[0 K ] をクリック 

通信を実行する — P 23 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
ます。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで mopera U に接続するとき 

ATD *99* * *3#0 

I リターンマーク： Enter キーを押します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から0を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大160文字入力できます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをターミナルモードにしてください。ターミナルモード 
とは、パソコンを1台の通信端末のように動作させるモードです。ターミナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字がそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

•オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 

參オンラインデータモード 

FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のときに AT コマンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合がありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
でください。 

參オンラインコマンドモード 

FOMA 端末が通信中の状態でも、 AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとき 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法がありま 
す。 

• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にします。 

※ USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線がエミュレートされていますので、通信アプリケーシヨ 
ンによる RS -232 C の信号線制御が有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 AT 〇回」と入力します。 


お知らせ- 

• 外部機器から発信 • AT コマンド発信を行った場合、 2 inl が ON でデュアルモードまたは A モードのときは A ナンバー、 
巳モードのときは B ナンノ （一 で発信します。 
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• FOMA F 906 i (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

鲁パソコンや通信ソフトのフォント設定により、「¥」を入力しても「\」と表示される場合があります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

N 

直前に実行したコマンドを再実行します。 

N 

0 K 

直刖の)/ 1、 答か 「 tKK ( JK 」 の場合は HiKKUK 」 を返します。 

AT 

A /、 +++以外のコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみで 
使用すると、 FOMA 端末が AT コマンドを使用できる状態のときに rOKJ を返します。 

AT 0 

OK 

ATA 

八°ケット着信およぴ 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を行います。 

バケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

AT A 184 :発信者番号通知なし着信動作 AT A 186：発信者番号通知あり着信動作 

RING 

ATA 0 

CONNECT 

ATD 

ATD *99*** < cid ># :バケット通信の発信処理を行います。 

く cid > または* * *< cid > を省略すると < cid >=1 になります。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を行います。 

電話番号に次の文字以外を入力すると発信できません。 

〇〜9、 * 、井、 A ' a 、 B 、 b 、 C、c 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

，、レ' @、 D 、 d 、 P 、 p 、 T 、 t 、 W、w 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通知/非通知を指定できます。 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD * 99 * * * 1 # 0 
CONNECT 460800 

ATE < n > 扪 

パソコンから送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかどうかを設定します。 
n =0 :エコーパックなし n =1 :エコーパックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n =0 に設定すると文字が二重に 
表示されなくなります。 

ATE 1 0 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実行してください。 — P 45 

ATH 0 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種名を表ホ 

n =2 : FOMA 端末のパージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 0 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデータモードに戻します。 

ATO 0 

CONNECT 460800 

ATQ < n > ※彳 

リザルトコードを表示するかどうかを設定します。 
n =0 :表爪（お買い上げ時） n =1 :表爪しない 

ATQ 1 を実行した場合は rOKJ を返しません。 

ATQO 0 

OK 

ATS 0= く n > 5K1 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼出回数を設定します。 

n =0： 自動着信なし（お買い上げ時） 〜255 :指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 0 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を行います。 

n =0~127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 （ CR ) キャラクタの設定を行います。エコーパックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。 
n =13 (固定値） 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 0 

OK 

ATS 4=< n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 （ CR ) 
キャフクタの後し付きます。 
n =10 (固定値） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=1 O 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5=< n > 

パックスペース （ BS ) キャラクタの設定を行います。コマンド入力中にこのキャラクタを検出 
すると、入カバッファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 (固定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 0 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =2~10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 0 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜255 (お買い上げ時 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 0 

OK 

ATS 10=< n > 扪 

自動切断の遅延時間 （1/10 秒）を設定できますが、動作しません。 
n =1 〜255 (お買い上げ時 n =1) 

ATS 10? :現在の設定を表示 

ATS 10=1 0 

OK 

ATS 30=< n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n =0 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ〇 FF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 0 

OK 

ATS 103=< n > 

64 K データ通信で、着サプアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 0 

OK 

ATS 104=< n > 

64 K データ通信で、発サプアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 0 

OK 

ATV < n > 扪 

リザルトコードの表示方法を設定します。 

n =0 :数字表爪 n =1 :英文字表ホ（お買い上げ時） 

ATV 0 を実行した場合は、同じ行に「0」を返します。 

ATVI 0 

OK 

ATX く n > 

ビジートーン、ダイヤルトーンの検出を行うかどうかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
爪するがどうかを設定します。 

ビジートーン検出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーン検出： F 〇 MA 端末に接続されているかどうかを判定 

n =0 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーン検出なし、ダイヤル1-ーン検出あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、 AT & E およぴ AT ¥ V コマンドが無効になります。 

ATX 4 0 

OK 

ATZ 

FOMA 端末の AT コマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットします。 

通信中に実行すると、回線を切断 （「 N 〇 CARRIER 」 を表爪）してからリセットします。 

ATZ 0 

OK (オフライン時） 

AT 96 V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT % V 0 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 扪 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作条件を設定します。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定する場合は、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送出する直前に CD 信号を〇 N にします。 
回路が切断され 「 N 〇 CARR 旧 R 」 を送出する直前に CD 信号を〇 FR こします。 

AT & C 1 0 

OK 

AT & D < n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE から受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON から〇 FR こ変 
わったときの動作を設定します。 
n =0 :状態を無視（常に〇 N とみなす） 

n =1 :〇 N から OFF に変わるとオンラインコマンドモードに移行 

n =2 :〇 N から〇 FF に変わると回線を切断しオフラインモードに移行（お買い上げ時） 

AT & D 2 0 

OK 

AT & E < n > 

接続時の速度表示仕様を設定します。 
n =0 :無線区間通信速度を表不 

n =1 :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 0 

OK 

AT&F 

FOMA 端末の AT コマンド設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT & F 0 

OK (オフライン時） 

通中に実行すると、回線を切断 （「 N 〇 CARR 旧 R 」 を表 tf ) してから民します。 
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上段：コマンド下段：実行^ 

説明 

AT & S < n > 扪 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に〇 N (お買い上げ時） n =1 :接続時に〇 N 

AT&SO 0 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT & W 0 

0 K 

AT * DANTE 

FOMA 端末の受信レペルを「 * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏外 n =1 : FOMA 端末の受信レペルのアンァナが0または1本 

n =2 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レペルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT*DANTE 0 
* DANTE : 3 

OK 

AT * DGANSM =< n > 

バケット着信呼に対する着信拒否/許可を設定します。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定〇 N 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM =0 0 

OK 

AT * DGAPL =< n > [,< cid >] 

※巳 

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は + CGDC 〇 NT コ 
マンドで定義したく cid > を使用します。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストから削除 

く cid > を + CGDC 〇 NT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべてのく cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0,1 0 

OK 

AT * DGARL =< n >[,< cid >] 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は + CGDC 〇 NT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストから削除 

< cid > を + CGDC 〇 NT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべてのく cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0,1 0 

OK 

AT * DGPIR =< n > 

パケット通信確立時に、発信者番号を通知するかどろかを設定します。発信時、着信時に有効 
です。 

n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアッブネットワークでも通知/非通知を設定した場合- > P 34 

AT * DGPIR ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR =0 0 

OK 

AT * DRPW 

F 〇 MA 端末が受信する電波の受信電力指標を表示します。 

AT * DRPW =? :表爪可能な値のリストを表爪 

AT * DRPW 0 
* DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT+CAOC 0 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を 「+CBC : く bcs >. く bcl >」 の形式で表示します。 

bcs =0 :電池パックから電源の供給あり bcs =1 :電池パックから電源の供紿なし 

bcs =2 :電池パックが取り外されている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl =0 :電池残量なしまたは電池パックが取り外されている bcl =1 〜100:電池残量あり 

AT + CBC =? :表示可能な値のリストを表示 

AT+CBC 0 
+CBC : 0,100 

OK 

AT + CBST =< n >.1,0 

利用する回線を設定します（ペアラサービスの設定)。 

n =116 : 64 K データ通信（お買い上げ時） n =134 : 64 K ァレビ電話 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + CBST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CBST =116.1,0 0 

OK 

AT + CDIP =< n > ※ 1 

着サプアドレスの通知の有無を設定します。また、マルチナンパーの契約状況を確認できます。 
n =0 :サブアドレスを表爪しません。（お買い上げ時） n =1 :サブアドレスを表爪します。 
AT + CDIP ? :現在の設定を r + CDIP :< n >,< m > J で表示します。 
m =0 :マルチナンパー未契約 m =1 :マルチナンパー契約中 

AT + CDIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP =0 0 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 

切断理由一覧 — P 51 

AT+CEER 0 
+CEER : 36 

OK 

AT+CGDC 〇 NT 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 — P 52 

- P 52 
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上段：コマンド下段：実行^ 

説明 

AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準を設定します。 — P 52 

- P 52 

AT+CGEQREQ 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 — P 53 

- P 53 

AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+CGMR 0 
1234567890123456 

OK 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通知される内容は圏内/圏外です。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内から圏外または圏外から圏内へ移動時 「+CGREG : < stat > J の形式で通知 
stat =0 :圏外 stat =1 :圏内 stat =4 :不明 

stat =5 :圏内（国際□—ミング中） 

AT + CGREG ? : 「+CGREG : < n >,< stat > J の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CGREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGREG =0 0 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 0 
123456789012345 

OK 

AT + CLIP =< n > 581 

64 K データ通信の着信時に、相手の発信番号をパソコンに表示するかどろかを設定します。 
n =0: リザルトを表爪しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表爪する 

AT + CLIP ? : r+CLIP : < n >, く m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

m =0 :発信時に相手に番号を通知しない NW 設定 

m =1 :発信時に相手に番号を通知する NW 設定 m =2 :不明 

AT + CLIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CLIP =0 0 

OK 

AT + CUR =< n > 

64 K データ通信の発信時に、電話番号を相手に通知するかどうかを設定します。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通知しない 

n =2 :通知する（お買い上げ時） 

AT + CLIR ? : r+CLIR : < n >,< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 
m =0 : CLIR は未起動（常時通知） m =1 : CLIR は起動（常時非通知） 

m =2 :不明 m =3 : CLIR テンポラリーモード（非通知デフォルト） 

m =4 : CLIR テンポラリーモード（通知デフォルト） 

AT + CLIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CLIR =2 0 

OK 

AT + CMEE : く n > 

F 〇 MA 端末のエラーレポートの有無を設定します。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表爪（お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると 、 「+CME ERR 〇 R : xxxx 」 の形式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英文字が表示されます)。 - P 51 「エラーレポートー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設定を表示 AT + CMEE =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CMEE =0 0 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を 「+CNUM : ."く number 〉 "，く type 〉」 の形式で表示します。 
number :自局電話番号 （2 in 1 が〇1\1でデュアルモードまたは A モードのときは A ナンパー、 

B モードのときは B ナンパーを表示） 
type =129: 国際アクセスコード十を含まない 
type =145 :国際アクセスコード十を含む 

AT+CNUM 0 

+CNUM :，"〇 90 XXXXXXXX ", 

129 

OK 

AT+C 〇 PS =< n >,2 .く oper > 

5^2 

接続する通信事業者の検索方法を設定します。 

n =0 :オート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n =1 に設定した場合は、 < oper>LPLMN Number を16進数で設定します。 

AT + C 0 PS ? :現在の設定を表示 AT + COPS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + COPS =0 0 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末が外部機器に AT コマンドを送受信できる状態かどうかを r+CPAS : < n > J の形式 
で表爪します0 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

AT + CPAS =? :表示可能な値のリストを表示 

AT+CPAS 0 
+ CPAS :0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CPIN= "く pin>"， 
"<newpin>" 

PIN1/PIN2 コードや PIN ロック解除コードの入力が必要な場合に、これらを入力します。 PIN 
□ ック解除コードの入力が必要な場合は、 <newpin> に新しい PIN 1 ^PIN2 コードを入力しま 
す。 PIN1/PIN2 コードの入力が要求されているときにく newpin〉 を入力しても、 PIN1/PIN2 
コードの変更はできません。 

AT+CPIN? :現在の要求されているコードを r+CPIN : <n>J の形式で表示 
n=READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN : PIN1 コード入力待ち 

n=SIM PIN2 : PIN2 コード入力待ち 

n=SIM PUK : PIN1 ロック解除失敗により PIN □ック解除コード入力待ち 
n=SIM PUK2 : PIN2 ロック解除失敗により PIN □ック解除コード入力待ち 

AT+CPIN="0000" 0 

OK 

AT+CR=<n> ※ 1 

接続時に 「CONNECT」 が表示される前に、通信の種別を表示するかどうかを設定します。 
n=0 :表汛しない（お買い上げ時） n=1 : 「+CR : <serv>J の形式で通信の種別を表爪 

serv=GPRS :パケット通信 serv=SYNC : 64K データ通信 

serv=AV64K : 64K テレビ電話 

AT+CR? :現在の設定を表示 AT+CR=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CR=0 0 

OK 

AT+CRC=<n> 扪 

着信時に +CRING のリザルトコードを使用するかど〇かを設定します。 

n=0 :使用しない（お買い上げ時） 

n=1 : r+CRING : く type〉」 のリザルトコードを使用する 

type=GPRS "PPP"„ ，"く APN>" :パケット通信 type=SYNC : 64K データ通信 

type=AV64K : 64K テレビ電話 

AT+CRC? :現在の設定を表示 AT+CRC=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CRC=0 |3 

OK 

AT+CREG=<n> 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示するがどうかを設定します。 
n=0 :通知なし（お買い上げ時） 

n=1 :圏内から圏外または圏外から圏内へ移動時 「+CREG : <stat>」 の形式で通知 
stat=0 :圏外 stat =1 :圏内 stat=4 :不明 

stat=5 :圏内（国際□—ミング中） 

AT+CREG? : 「+CREG : <n>.<stat>」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT+CREG=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CREG=0 0 

OK 

AT+CUSD: く n> ■"く str>" 581 

ネットワークサービスの追加サービス （USSD 登録）の問い合わせや設定を行います。 <str> に 

は、ドコモから通知されたサービスコードを入力します。 

n=0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n=1 :中間リザルトを 「+CUSD : <m>, "<str>".0」 の形式で応答する 

m=0 :情報の要求なし m=1 :情報の要求あり 

AT+CUSD? :現在の設定を表示 AT+CUSD=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CUSD=0,"01 234567 8" 
0 

OK 

AT+FCLASS: く n> 581 

FOMA 端末がサポートする通信種別を設定します。 
n=0 :データのみサポート（固定値） 

AT+FCLASS? :現在の設定を表示 AT+FCLASS=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+FCLASS=0 0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+GCAP:<n>」 の形式で表示します。 
n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n=+FCLASS : +FCLASS コマンドをサポート n=+W : +W コマンドをサポート 

AT+GCAP 0 

+GCAP: +CGSM.+FCLASS, 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカ名を表示します。 

AT+GMI 0 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の機種名を表示します。 

AT+GMM 0 

FOMA F906i 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+GMR 0 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC=<n,m> ※ 1 

パソコンと F 〇 MA 端末間の□—カルフ□一制御方式を設定します。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フロー制御を行わない 1:X〇 N/X 〇 FF フロー制御を行う 

2 : RS/CS (RTS/CTS) フロー制御を行う（お買い上げ時） 

AT+IFC? :現在の設定を表示 AT+IFC 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT+IFC=2.2 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行^ 

説明 

AT + WS 46=< n > 

発信時に使用する無線ネットワークを n の値で表示します。 

変更はできないので、 AT + WS 46=< n > と入力すると、 ERR 〇 R を返します。 
n =12 : GSM ネットワーク n =22 : 3 G ネットワーク （ FOMA ) 

n =25 : GSM および 3 G ネットワーク （ FOMA ) (お買い上げ時） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 

AT¥S 

AT ¥ S 0 

El Q 0 VI X 4& C 1 & D 2 & S 0 
• . • (中略）•- - SI 04=001 
OK 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示します。 

AT ¥ V < n > 5551 

AT ¥ VO 0 

OK 

接続時の応答コード仕様を設定します。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

+++ 

+++ (非表示） 

OK 

通信中に入力すると、オンラインデータモードからオンラインコマンドモードに移行します。 
エスケープガード区間は1秒の固定値です。 


※ l & W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

※2 & F および Z コマンドによるリセットは行われません。 

※ ㊀ & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN が存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありません。 

19 

相手側を呼び出しましたが応答がありません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 



数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードがセツトされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ以外の SIM (FOMA 力ードに相当する 1C 力ード）が挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードが間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマン ドの補足説明 


^<cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
|"1〜10」が登録できます。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN「mopera.ne.jp」（PPP 接 
続）が、3には mopera U に接続するための APN「mopera.net」（IP 接続）が登録されています0 
<APN >は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンド名： +CGDC0NT= [ パラメータ ] 

• 概要 

パケット通信の接続先 （APN) を設定します。 

• 書式 

+CGDC0NT= [<cid> [: <PDP_TYPE> n [：<APN>"]]] 

• パラメータ説明 
<cid> :1〜10 

<PDP_TYPE> : IP または PPP 
<APN> :任意 

• 実行例 

PPP 接続の 「abc」 という APN 名を登録する場合のコマンド （<cid>=2 の場合） 
AT+CGDC0NT=2；PPP n ；abc n 0 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGDCONT= :すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDCONT=<cid> :指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDCONT? :現在の設定を表示します。 

AT+CGDCONT=? :設定可能な値のリストを表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [ パラメータ ] 

• 概要 

バケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基 
準を設定します。 

• 書式 

AT+CGEQMIN= [<cid> [„<Maximum bitrate UL> [,<Maximum bitrate DL>]]] 

• パラメータ説明 
<cid> : 1 〜 10 

<Maximum bitrate UL> :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL> :なし(お買い上げ時)または3648 

※く Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 (kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますが、「384」および「3648」を設定した場合、これらの速度以下の接続は許容されないた 
め、パケット通信が接続されない場合がありますのでご注意ください。 

• 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド （<cid>=2 の場合） 

AT+CGEQMIN=2 0 

OK 

(2) 上り 384kbps、 下り 3648kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid>=4 の場合） 
AT+CGEQMIN=4„ 384,3648 0 

OK 

(3) 上り 384kbps、 下りすベての速度のみ許容する場合のコマンド（く cid>=5 の場合） 
AT+CGEQMIN=5„384 0 

OK 

(4) 上りすベての速度、下り 3648kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid>=6 の場合） 
AT+CGEQMIN=6 …3648 0 

0K 
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• パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGEQMIN= :すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN=<cid> :指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN? :現在の設定を表示します。 

AT+CGEQMIN=? :設定可能な値のリストを表示します。 

■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

• 書式 

AT+CGEQREQ= [<cid>] 

• パラメータ説明 

上り 384kbps、 下り 3648kbps の速度で接続を要求するコマンドのみ設定できます。各く cid> にはその内 
容がお買い上げ時に設定されています。 

<cid> :1〜10 

• 実行例 

(く cid>=3 の場合） 

AT+CGEQREQ=3 0 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGEQREQ= :すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQREQ=<cid> :指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQREQ? :現在の設定を表示します。 

AT+CGEQREQ=? :設定可能な値のリストを表示します。 


リザルトコード 


• ATV コマンドが n=1 (お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n=0 の場合は数字でリザルトコードが 
表示されます。 —P47 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信が来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出ができません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です（通信ネットワークが混雑していま 
す。しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• AT&E コマンドが n=0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 
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• AT&E コマンドが n=l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 5 フ 600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


※従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますが、 FOMA 端末ーパソ 
コン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 （ BC = UDI 、+ CBST =116,1,0) 

3 

AV 64 K 

64 K テレビ電話で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 
ATX0 が設定されているとき 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 

ATX1 が設定されているとき 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）が設定されている場合 

接続完了のときに 、 「CONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ VI が設定されている場合〜 

接続完了のときに、次の書式で表示します。 

「 CCNNECT < FOMA 端末—パソコン間の速度><通信プロトコル><接続先 APN >/<上り方向 
( FOMA 端末—無線基地局間）の最高速度>/<下り方向 （ FOMA 端末—無線基地局間）の最高速度>」％ 2 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /384/3648 

( mopera . net に、上り最大 384 kbps 、 下り最大 3648 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1215 

※lATXK AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しくできないことがあります 。 AT 
¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 

※と AT ¥ V 1 が設定されている場合、く接続先 APN > 以降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す0 
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